
 

 

資料 １６－２ 



都市公園条例を改正し、運動施設でも広告を掲出 広告収入の確保と

市民サービス向上の取り組み 

 

 

自主財源を確保するため、下記の屋外運動施設において、広告掲出できるよ

う「八王子市都市公園条例」を改正する。  

本市では、発行物に有料広告を掲載するほか、ホームページやごみ収集車な

ど、市のさまざまな資産を広告媒体として有効活用し、市内事業者の広告掲載

による地域経済の活性化や自主財源の確保に努めている。今年度予算では、年

間1,971万円の広告収入を見込んでいる。  

また、既報のとおり、7月30日より本庁舎市民ロビーに設置した「市政情報モ

ニター」について、9月1日に八王子駅南口総合事務所と南大沢事務所にも設置

し、広告放映を開始したところである。  

 

 
２ 歳入見込 年間 約 346 万円 
 
３ 条例施行時期 平成 25 年 4 月 1 日 



文京区:施設の自販機設置、競争入札したら  

１台あたり年２万円が…２４０万円／毎日新聞 2012 年 08 月 21 日地方版 

  

文京区で２０日、文京シビックセンター（春日１）にある飲料用自動販売機

３台の設置者を一般競争入札したところ、最高落札額は１台２４０万円（年間

税抜き）だった。 

これまでの年間使用料は１台約２万円で、区の収入は現在の１２０倍に達す

ることになる。３台の落札額は計５９１万９９６円（同）だった。 

 同区ではこれまで区有施設にある飲料用自販機の設置は許可制だったが、税

収以外の収入確保のため、初めて入札を実施した。入札には１２社が参加。文

京シビックセンターは、区役所のほかホールや展望レストランなどがあり、最

高落札額の自販機は１階入り口付近に設置している。設置期間は今年１０月 〜

１５年９月の３年間。 

 契約管財課の竹越淳課長は「予想以上の落札額に驚いている。集客力や利便

性が高く評価されたと考えている」とコメントした。今後も区有施設に設置し

てある飲料用自販機について順次、一般競争入札で公募する予定。 

 
 
 
 
 
 
 




